
(1)第 52号 だ館物博古
し
ヒ

ム
Ｈ
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夏には何種類もの貴重な水草で覆われる早田上池 (2006.11.12 撮 影)

能
古
島
の
環
境
変
化

（
一
）

□

は

じ
め

に

昨
年
、

能
古
島
で
昆
虫
採
集
を
行

っ

て
い
る
人
や

一
〇
Ｏ

ｍ
の
巻
尺
を
持

っ

て
野
山
を
分
け
入

っ
て
い
る
集
団
を
お

目
に
か
け
な
か

っ
た
で
し
よ
う
か
⑥

そ

れ
は
お
そ
ら
く
九
州
大
学
生
物
研
究
部

の
者
で
す
。

私
た
ち
は
代
々
、

能
古
島

を
は
じ
め
と
す
る
福
岡
市
近
郊

の
動
植

物
の
調
査
を
自
主
的
に
行

っ
て
き
ま
し

た
。

昨
年
度
は
、

九
州
大
学
後
援
会
の

助
成
事
業
と

い
う
形
に
よ

っ
て
、

こ
れ

ま
で
の
能
古
島
の
動
植
物
に
関
す
る
調

査
結
果
を
ま
と
め
る
た
め
に
、　

一
年
間

を
通
し
て
調
査
を
行

っ
て

い
た

の
で

す
。

今
回
か
ら
の
能
古
博
物
館
だ
よ
り

で
は
、

数
回
に
渡

っ
て
こ
の
調
査
結
果

に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し
、

能
古
島
の

動
植
物
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
自
然
環
境

に

つ
い
て
考
え

て
み
た

い
と
思

い
ま

す
。能

古
島
は
博
多
湾
に
浮
か
ぶ
周
囲
十

二
ｋｍ
の
島
で
、

早
田
古
墳
や
鹿
垣
の
よ

う
な
遺
跡
か
ら
伺
え
る
よ
う
に
古
く
か

ら
人
々
が
生
活
し
て
お
り
、

島
内
に
は

畑
地
、

水
田
、

た
め
池
、

竹
林
、

雑
木

九
州
大
学
生
物
！！！！研，
一Ｗ
七
塩
≡

林
な
ど
の
里
山
環
境
が
現
在
も
残
さ
れ

て
い
る
島
で
す
。

里
山

の
多
様
な
環
境

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
に
合

っ
た
動
植

物
が
数
多
く
生
息
し
、

複
雑
な
生
態
系

を
築

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

人
々
の
生

活
圏
を
離
れ
る
と
、

海
岸
部
か
ら
の
傾

斜
地
に
は
、

思
索
の
森
を
中
心
と
し
て

発
達
し
た
照
葉
樹
林
が
西
側
に
広
が

っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
能
古
島
は
福

岡
都
心
部
近
郊
に
あ
り
な
が
ら
も
、

里

山
と
照
菜
樹
林
と
い
う
自
然
環
境
が
比

較
的
良
好
な
状
態
で
現
存
し
、

数
多
く

の
野
生
生
物
が
生
息
す
る
生
物
多
様
性

に
富
ん
だ
島
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

野
生
生
物
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
自
然
環

境
は
、

能
古
島
の
文
化
や
伝
統
、

風
土
、

生
活
を
支
え
育
ん
で
き
た
大
変
貴
重
な

も
の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
こ
こ
数
年
は
、

観
光

施
設
が
相
次

い
で
建
設
さ
れ
、

島
を
訪

れ
る
人
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

さ

ら
に
二
〇
〇
四
年
に
は
、

貴
重
な
動
植

物
が
多
く
確
認
さ
れ
て
い
た

「た
め
池
」

周
辺

の
森
林
が
大
規
模

に
伐
採
さ
れ
、

急
速
に
自
然
環
境
が
失
わ
れ

つ
つ
あ
り
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昆虫相の調査風景。稲作はされていない

が草地が維持されている。

(2006.4.17撮 影)
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能吉島全体ではモウソウチク林の管理が

放棄され、照実樹林を年々飲み込んで拡
大している。こうした竹林の林床は枯れ
た竹が折り重なつて暗く、耐陰性を持う

た限られた植物しか生育できない。
(2006!8.23,最影)

ま
す
。

私
た
ち
は
、

過
去
に
九
州
大
学
生
物
研
究
部

の

一

員
と
し
て
、

能
古
島
の
豊
か
な
自
然
環
境
に
生
育
す

る
多
様
な
動
植
物
を
記
録
し
継
続
的
に
生
物
相
調
査

を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、

近
年
能
古
島
が

置
か
れ
て
い
る
現
状
に
大
変
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い

ま
す
。

長

い
歴
史
の
中
で
生
み
出
さ
れ
て
き
た
豊
か

な
自
然
環
境
と
そ
こ
に
生
息
す
る
野
生
生
物
は
市
民

の
共
通
の
財
産
と
し
て
、

後
世
に
引
き
継

い
で
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
、

現
状
把
握
の
た
め
の
基
礎
的

資
料
と
な
る
年
間
を
通
し
た
詳
細
な
生
物
相
調
査
を

行

い
、

そ
れ
ら
の
結
果
を
過
去
の
文
献
か
ら
得
ら
れ

る
生
物
相
の
情
報
と
比
較
し
、

近
年
の
急
激
な
環
境

変
化
に
対
す
る
生
物
種
の
動
態
あ
る
い
は
能
古
島
の

直
面
し
て
い
る
生
物
多
様
性
消
失
の
危
機
の
実
際
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

能
古
島
の
自
然
環

境
を
保
全
す
る
に
あ
た

っ
て
ど
の
よ
う
な
対
策
が
必

要
で
あ
る
の
か
を
提
言
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、

調
査
は
植
物
相
、
ト
ン
ボ
相
、

陸

生
カ
メ
ム
シ
相
、

水
生
昆
虫
相
、

ゾ
ウ
ム
シ
相
、

ア

リ
相
、

両
生
類
爬
虫
類
相
、

鳥
類
相
の
八
分
類
群
に

渡
り
、

一
年
間
を
通
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、

現
地
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
と
過
去
の
資
料

と
の
比
較
を
通
し
て
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
で
、

ど

の
よ
う
な
環
境
に
ど
の
よ
う
な
生
物
が
存
在
す
る
の

か
、

ま
た
ど
の
よ
う
な
環
境
が
危
機
に
晒
さ
れ
て
い

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
の
調
査
で
は
、

再
調
査
可
能
な
方
法
で
調
査
を

行

っ
て
い
た
た
め
、

数
年
後
に
同
じ
方
法
で
調
査
す

る
こ
と
に
よ
り
、

今
後
の
環
境
変
化
に
対
す
る
生
物

の
動
態
が
分
か
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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維木林や照葉樹林の林床に生える多年車。点々と

散生し、春先の林床を青紫色に彩る。
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湿地に生えるスゲ。能古島では年間を通 して水の

溜まる休耕国の畦に生育している。

(2006417漏 景夕)

文
責

・
写
真
／
九
州
大
学
生
物
研
究
部

田
金
秀

一
郎

※
次
回
は

「能
古
島
の
植
物
と
自
然
環
境
」
で
す
。



平成 18年 10月 31日能 古 博 物 館 だ よ り(3)第 52号

田
能
村
竹
田
が
亀
井
南
冥
を
博
多
郊
外
の
百
道
林

の
寓
居
に
訪
ね
た
の
は
、

文
化
二
年

（
一
八
〇
五
）

の

一
月
の
こ
と
で
、

と
き
に
竹
田
は
二
十
九
歳
、

南

冥
は
六
十
三
歳
で
あ

っ
た
。

そ
の
と
き
の
二
人
の
辺

遁
の
模
様
を
伝
え
る
資
料
は
南
冥
の
側
に
は
の
こ
っ

て
お
ら
ず
、

『竹
田
荘
師
友
画
録
』
上
下
三
巻
の
な
か

に
、

〈亀
井
魯
〉
の

一
条
を
と
ど
め
て
い
る
だ
け
で
あ

クＱ
。

南
冥
先
生
、

名
は
魯
、

字
は
道
済

（載
）
。

南
冥

と
号
す
。

学
問
文
章
は

一
世
に
鳴
る
。

世
は
と

も
に
海
西

一
代
の
儒
宗
と
な
す
。

晩

（年
）
に

墨
竹
を
写
す
。

予
は
二
紙
を
観
る
に
、

剣
抜
き

怒
張
り
、

英
気
は
紙
表
に
溢
れ
出
づ
。

題
字
も

亦
た
一象
語
多
し
。

其
の

一
に
曰
く
、

題
二
十

一

と
。

其
の
二
に
曰
く
、

第
四
十
六
と
。

何
の
謂

な
る
か
を
知
ら
ず
。

予
は
昔
福
岡
の
府
を
過
ぎ
、

先
生
に
候
謁
す
。

先
生
存
さ
ず
。

方
に
帰
ら
ん

と
す
る
に
途
に
野
川
有
り
。

時
は
正
に
春
仲
、

水
流
結

々

（流
れ

の
速
き
貌
）
た
り
、

芳
草

茸
々

（繁
茂
の
貌
）
た
り
。

野
鴨
三
四
、

其
の

間
に
拍
々

（羽
音
の
貌
）
た
り
。

川
に
小
橋
を

架
す
。

橋
畔
に

一
老
翁
を
見
る
。

杖
に
依
り
景

を
撫
し
て
立

つ
。

短
髪
種
々
、

顔
色
徴
し
赤
し
。

髪
髭
多
く
生
じ
話
署

（髪
の
乱
れ
た
る
貌
）
雪

白
な
り
。

茶
の
褐
衣
を
服
し
、

眼
光
畑
々
と
し

て
人
を
照
ら
す
。　

一
た
び
望
め
ば
、

其
の
常
流

に
あ
ら
ざ
る
を
知
る
。

意
に
謂
え
ら
く
、

是
れ

先
生
な
ら
ん
と
。

之
に
問
え
ば
、

果
し
て
然
り
。

爾
後
既
に
数
紀
を
経
る
も
、

風
貌
伽
お
眼
中
に

宛
然
た
り
。

竹
田
は
南
冥
の
墨
竹
画
を
み
て
画
家
と
し
て
も

一

家
を
な
す
と
み
て
い
た
の
で
あ
る
。

晩
年
に
描
き
は

じ
め
ら
れ
た
せ
い
か
、

そ
の
墨
竹
画
に
接
す
る
機
会

は
少
な

い
が
、

南
冥
の
書
に
な
る
と
、　

一
目
彼
の
書

だ
と
瞭
然
た
る
も

の
が
あ
る
ほ
ど

に
、

こ
れ
ま
た

「英
気
は
紙
表
に
漏
れ
出
づ
」
る
ば
か
り
か
、

亀
問
独

自
の
個
性
的
な
書
風
を
確
立
し
て
他
の
追
随
を
ゆ
る

さ
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
る
。

竹
田
に
は
ま
た
、

『居
赤
瑣
録
』
全
六
巻
が
あ
り
、

国
書
刊
行
会
本
の
全
集
で
は
、

巻
頭
に
こ
れ
を
収
め

る
が
、

こ
の
書
物
は
、

竹
田
が
四
方
に
漫
遊
し
、

名

士
を
訪
問
し
た
さ
い
に
見
聞
し
た
逸
事
奇
蹟
の
た
ぐ

い
を
記
録
し
た
も
の
で
、

さ
す
が
に
諸
処
方
々
を
歩

い
た
風
流
人
だ
け
に
該
博
な
見
聞
の
う
え
に
、

き
の

き
い
た
選
択
の
眼
が
は
た
ら
い
て
い
て
、

ど
れ
を
読

ん
で
も
結
構
面
白

い
読
み
物
と
な

っ
て
い
る
。

そ
の

な
か
に
亀
井
南
冥
に
ふ
れ
た
記
事
が
数
か
条
あ
り
、

南
冥
を
福
岡
藩
教
授
に
推
挙
し
た
さ
い
の
同
藩
家
老

久
野
外
記
の
大
力
肥
満
ぶ
り
を

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
と
ら

え
た
逸
話
な
ど
興
味
ぶ
か
い
若
子
の
資
料
が
ふ
く
ま

れ
て
い
て
、

竹
田
の
南
冥
に
寄
せ
る
関
心
に
は
な
み

な
み
な
ら
ぬ
も
の
が
あ

っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

田
能
村
竹
田
は
名
を
孝
憲
、

字
は
君
罪
と

い
い
、

豊
後
竹
田
、

同
藩
の
医
師
の
家
に
生
ま
れ
た
。

中
川

侯
七
万
石
の
城
下
町
竹
田
は
、

奇
巌
怪
石
の
そ
び
え

た

つ
谷
あ

い
の
盆
地
に
あ
り
、

こ
の
町
に
入
る
た
め

に
は
、

ど
の
路
を
と
る
に
し
ろ
山
を
く
り
ぬ
い
た
隧

道
を
く
ぐ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
仕
組
み
と
な

っ
て
い
て
、

竹
田
の
町
自
体
が

一
つ
の
天
然
の
要
害
を
な
し
て
い

た
。そ

の
せ
ま

い
盆
地
の
中
央
部
に
切
り
立

つ
よ
う
な

山
崖
が
あ
り
、

そ
の
上
に
岡
城
が
あ
る
。

晴
れ
た
日

に
こ
の
城
趾
に
た

つ
と
、

遠
く
は
祖
母
、

近
く
は
九

重
の
連
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

田
能
村
竹
田
が

ま
た
の
号
を
九
重
仙
史
と
称
し
た
の
は
、

九
州
山
系

の
な
か
で
も
き
わ
だ

っ
て
美
し
い
九
重
の
山
容
を
こ

よ
な
く
愛
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

い
ま
も
な
お
岡
城

は
、

豊
後
日
出
に
と
れ
た
滝
廉
太
郎
が

「荒
城
の
月
」

の
出
想
を
ね

っ
た
場
所
柄
に
ふ
さ
わ
し
く
、

中
世
の

ふ
る
さ
び
た
山
城
の
風
韻
を
と
ど
め
て
い
る
。

「田能村竹田肖像」大分市美術館蔵
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い
た
る
と
こ
ろ
奇
厳
怪
石
を
の
ぞ
む
こ
と
の
で
き

る
竹
田
の
城
下
町
に
足
を
ふ
み
い
れ
た
者
は
、

こ
こ

に
育

っ
た
田
能
村
竹
田
が
近
世
屈
指
の
南
画
家
に
な

る
の
は
し
ご
く
当
然
の
な
り
ゆ
き
と
思
う
に
ち
が
い

な

い
が
、

彼
が
南
画
家
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、

風

流
を
愛
し
て
自
由
な
境
涯
を
生
き
る
在
野
の
文
人
と

し
て
自
ら
の
生
き
方
を
決
定
す
る
よ
う
に
な
る
ま
で

は
、

か
な
り
曲
折
の
あ
る
人
生

の
行
路
が
彼
を
待
ち

う
け
て
い
た
。

医
師
の
家
に
生
ま
れ
な
が
ら
医
師
に
は
不
向
き
で

あ

っ
た
竹
田
は
、

藩
命
で

『豊
後
国
志
』
の
編
纂
に

た
ず
さ
わ
る
が
、

こ
の
職
務
に
忠
実
で
あ

っ
た
も
の

の
、

修
史

の
仕
事
は
本
来
彼

の
志
で
は
な
か

っ
た
。

い
ず
れ
は
、

藩
の
覇
絆
を
脱
し
て
風
流
三
昧

の
自
由

に
生
き
よ
う
と
考
え
て
い
た
。

南
冥
を
お
と
ず
れ
た
文
化
二
年
に
、

日
能
村
竹
田

が
眉
疾
の
眼
病
の
療
養
を
か
ね
て
、

京
都
の
皆
川
漠

園
の
も
と
で
儒
学
の
修
業
を
す
る
た
め
に
遊
学
の
願

い
を
だ
し
て
い
た
の
が
藩
の
許
可
す
る
と
こ
ろ
と
な

り
、

ま
ず
福
岡
を
経
て
長
崎
に
出
遊
し
、

そ
の
四
月

に
京
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
き
す
で
に
竹

田
は
自
由
人
と
し
て
生
き
る
足
が
た
め
に
入

っ
た
と

み
て
よ
い
。

こ
れ
が
竹
田
が
南
冥
に
会

っ
た
最
初
で
あ
り
、

最

後
で
あ

っ
た
が
、

こ
の
と
き
受
け
と
め
た
南
冥

の

「眼
光
畑
々
と
し
て
人
を
照
ら
す
」
常
流
に
あ
ら
ざ

る
風
貌
は
、

竹
田
の
眼
底
に
あ

っ
て
消
え
る
こ
と
は

な
か

っ
た
。

そ
れ
以
来
こ
の
悲
運
の
儒
者

へ
の
関
心

は
竹
田
の
な
か
で
持
続
し
た
。

そ
の
後
、

六
年
を
経
て
、

文
化
八
年
に
竹
回
は
再

び
上
京
。

今
度
は
村
瀬
幣
亭
の
塾
に
遊
学
し
、

寄
宿

先
の
大
阪
生
田
の
持
明
院
で
、

初
め
て
頼
山
陽
と
出

会

い
、

半
生
知
己
の
交
わ
り
を
結
ぶ
。

当
時
、

山
陽

は
京
都
で
私
塾
を
開

い
て
い
た
が
、

青
年
の
日
の
放

蕩
無
頼
の
行
跡
が
、

日
さ
が
な

い
京
の
儒
者
た
ち
の

噂
の
種
と
な
り
、

い
っ
こ
う
に
う
だ

つ
の
あ
が
ら
ぬ

暮
し
を
続
け
て
い
た
。

山
陽
は
脱
藩
無
頼
の
か
ど
で
、

三
年
間
の
自
宅
軟
禁
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
が
、

文
化

七
年
の
正
月
。

そ
れ
か
ら
丸

一
年
、

父
、

春
水
の
知

友
菅
茶
山

の
も
と
に
あ
ず
け
ら
れ
、

そ
の
黄
葉
夕
陽

邸
舎
の
代
謡
を
つ
と
め
た
の
ち
の
出
京
だ

っ
た
。

岡
山
の
茶
山

の
塾

に
い
た
頃
、

山
陽
の
も
と
に
、

肥
前
の
車
場
掘
川
か
ら
手
紙
が
と
ど
い
た
。
こ
の
た

び
、

朝
鮮
通
信
使
と
の
応
接
の
た
め
に
、

副
使
古
賀

精
里
の
助
手
と
し
て
対
馬
に
出
張
す
る
こ
と
に
な

っ

た
と
い
う
の
が
、

侃
川
か
ら
の
報
せ
で
あ

っ
た
。

（次
号

へ
続
く
）

「豊後岡城全景」の古写真 竹 田市教育委員会蔵

「岡藩城下町写真J写 真提供 竹田市教育委員会

菅 茶 山 の 廉 塾 (黄葉 夕 陽 郎 舎)



(5)第 52号 能 古 博 物 館 だ よ り 平成 18年 10月 31日

第9回 能古の同フオトコンクール
入 賞 者 発 表

f !―
i・

■■

グラン摯賞
十  ■

準グランフリ賞

隼     韓 障 第9回能古の風フォトコンクー

ルも皆様のおかげで無事終了致

しました。有難うこざしヽます。

応募者全員の作品を]1月 30日

迄展示致しております。

どうぞ往l来館下さい。

第10回 能古の風フォトコンク
ール|よ審査方法が再度変わります。

幅広く、より多くの島の人々に

参加 してしヽただきます。こ期待

くださしヽ。尚、応募要項|よ変わ

りません。8、るって御応募下さしヽ。

「after breakfast」
藤吉 マツヱ氏

「能古の子」」咄田衡抵

第9回 能古の風フオトコンクール 入豊者

「朝の海」中山隆蚊

各  賞 賞 金 名題 題   名 所住

五 万 円

三 万 円

工 万 円

一 万 円

一 万 円

一 万 円

一 万 円

一 万 円

一 万 円

一 万 円

海

日

子

ｓｔ

中

ち

プ

景

て
た
ぶ

朝

秋

能

ａ

“　
能

日

レ
風
こ
選

中 山 隆 史 様

高 鷹 るみ子様

小 山 田公子様

藤 吉 マ ツヱ様

木 下 良 男 様

瀬 野 雄 市 様

藤吉栄 一郎様

松 本 洋 子 様

羊  迷  様

八 尋 祥 文 様

福岡市南区井尻

福岡市早良区原

福岡市西区生の松原

福岡市中央区小笹

筑紫郡那珂川町

福岡市博多区東光寺町

福岡市中央区小笹

福岡市早良区原

筑紫郡那珂川町

福岡市西区姪の浜



能 古 博 物 館 だ よ 平成 18年 1 0月 3 1日 ( 6 )

【法
人
協
賛
会
員
】

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

浄
満
寺

個
原
土
井
病
院

ワ
タ
キ
ュ
ー
セ
イ
モ
ア
ｍ

ｍ
福
岡
メ
デ
ィ
カ
ル

リ
ー
ス

い
ア
ー
ル
ア
ン
ド
エ
ム

ｍ
ｃ
Ｄ
ｓ

福
岡
桜
坂
郵
便
局

鬼
鞍
信
孝

福
岡
赤
坂
郵
便
局

戸
田
正
義

日
清
医
療
食
品
い

福
岡
支
店

ｍ
福
岡
経
営

管
理
セ
ン
タ
ー

硼
サ
ン
コ
ー

に
恵
光
会
　
原
病
院

硼
西
日
本
シ
テ
イ
銀
行

和
白
支
店

硼
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

千
代
町
支
店

働
西
日
本
シ
テ
イ
銀
行

香
椎
支
店

硼
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

土
井
支
店

硼
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

福
岡
流
通
セ
ン
タ
ー
支
店

働
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

新
宮
支
店

硼
西
日
本
シ
テ
イ
銀
行

箱
崎
支
店

働
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

久
山
支
店

０
サ
ン
ネ
ツ
ト

ｍ
福
砂
屋

（敬
称
略
　
順
不
同
）

一口
笠
松
会
有
吉
病
院

一０
ウ
エ
ダ
建
築
社

一九
州
防
災
工
業
ｍ

ｉＯ
西
部
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

！　
　
サ
ー
ビ
ス

！０
豊
友
設
備

一総
合
産
業
０

一伽
ニ
ツ
コ
ク

〓
ト
ラ
ス
ト

一鋪
メ
イ
デ
ン

一ダ
イ
ア
ド
硼

一ｍ
ホ
ス
ピ
カ

一ギ
ヤ
ラ
リ
ー
倉

一に
大
乗
会
福
岡
原
リ
ハ
ビ
リ

一　
　
テ
ー
シ
ヨ
ン
病
院

！に
江
頭
会
さ
く
ら
病
院

！ｍ
ニ
チ
ロ
九
州
支
社

！宗
教
法
人
善
隣
教

ｍ
リ
コ
ー
商
会

働
橋
本
組

下
山
工
業
の

学
校
法
人
原
学
国

愉
唐
人
町
プ
ラ
ザ
甘
実
館

大
和
産
業
ｍ
福
岡
支
店

社
会
福
祉
法
人

福
岡
ひ
ま
わ
り
の
里

大
成
印
刷
ｍ

ｍ
ホ
ー
ム
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

能
古
映
画
サ
ー
ク
ル

い
岩
室
商
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ご
み
の
里

エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
ｍ

ｍ
セ
ン
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

０
ト
ー
タ
ル
　
サ
ポ
ー
ト

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ヨ
ン

社
福
多
々
良
福
祉
会

【協
賛
会
会
員
】

松
本

盛
二
③

南

誠
次
郎
⑥

中
山

重
夫
①

官

　

直
登
⑥

早
船

正
夫
⑤

笠
井

徳
三
⑦

安
陪

光
正
⑤

亀
井

准
輔
①

石
橋

観

一
②

木
原

敬
吉
⑥

坂
田

幸
代
①

原
田

団
雄
⑦

森
光

英
子
③

永
井

　

功
②

緒
方

益
男
②

山
本

　

構
③

武
内

隆
恭
②

白
水

義
晴
③

石
野
智
恵
子
⑥

翠
川

文
子
②

多
々
羅
節
子
⑤

熊
谷

古蚕
二
⑥

有
江

　

勉
①

山
崎

　

拓
①

七
熊

太
郎
②

片
桐

寛
子
②

西
村

俊
隆
⑥

瑚
石

散
人
②

矢
部

俊
幸
③

上
原

孝
正
③

早
船

菌
王

③

西
方

俊
司
⑤

亀
井

千
秋
③

土
生

僧
子
①

藤
井

鉄
夫
②

添
島

律
子
①

瀬
戸
美
都
子
①

永
野

　

由豆
①

【友
の
会
会
員
】

伊
藤

　

茂
①

水
田

和
夫
⑥

木
戸

龍

一
⑩

岡
部
六
弥
太
⑥

星
野
万
里
子
③

吉
村

輛ヨ
江
⑥

安
松

勇

一
①

上
田

良

一
②

高
田

辻雪

一◎

桑
野

次
男
③

藤
木

充
子
②

和
国

宏
子
○

行
成

静
子
②

片
岡

洋

一
⑥

石
川

文
之
⑥

都
筑

久
馬
②

横
山

知星

③

古
賀

と月
子
①

宮
崎

　

集
②

西

　

政
憲
①

岡
本

金
蔵
②

三
宅

珀石
子
⑥

星
野

金
子
②

林

十
九
楼
④

宮

　

徹
男
⑥

織
田
喜
代
治
⑥

上
回

　

博
⑥

鶴
田
ス
ミ
子
②

塚
本
美
和
子
⑥

伊
藤

康
彦
⑤

寺
岡

秀
貫
④

原
田

種
美
⑤

石
橋

こ相
助
①

井
上

敏
枝
⑤

隈
丸

運相
次
②

吉
冨
と
き
代
⑤

大
山

宇

一
⑥

葉
山

政
志
①

川
島

貞
雄
②

中序
　

洋
子
④

久
芳

正
隆
◎

半
田

耕
典
⑥

荘
山

雅
敏
⑥

吉
田

洋

一
⑤

示
岡
喜
代
太
②

神
戸

純
子
④

渡
辺
美
津
子
⑤

山
田

博
子
②

佐
藤

泰
弘
⑥

前
田

静
子
④

飯
田

　

晃
⑤

神
戸

　

聡
③

田
里

朝
男
⑥

吉
田
　
一
郎
①

池
田

修
三
①

岩
谷

正
子
③

小
川

正
幸
②

権
藤

菊
朗
②

増
田

義
哉
④

宮
嶋
熊
太
郎
◎

土
井

千
草
①

松
坂

洋
昌
④

稲
永

　

実
①

鹿
毛

博
通
④

古
川

映
子
①

松
井

俊
規
◎

衛
藤

博
史
③

伊
藤

泰
輔
⑥

西
村

蓬
頭
③

執
行

取
彦
④

渡
退
千
代
子
②

後
藤

和
子
②

脇
山
涌

一
郎
①

川
浪
由
紀
子
①

川
田

啓
治
③

足
達

輔
治
⑤

中
村
ひ
ろ
え
◎

古
賀

謹

二
②

野
尻

敬
子
③

大
野

幸
治
◎

櫛
田

正
巳
◎

青
木
良
之
助
◎

神
崎
憲
五
郎
②

金
子

柳
水
①

佐
野

　

至
③

井
手

親
栄
①

宮
崎

春
夫
①

鬼
丸

珀石
山
②

山
崎
エ
ツ
子
④

小
山

元
治
⑥

吉
瀬

出不
雄
⑮

古
賀

義
朗
○

西
山

正
昭
◎

市
丸
喜

一
郎
②

豊
島

嘉
穂
②

守
瀬

孝

二
①

鋤
田

祥
子
⑥

甲
本

達
也
⑥

日
本

政
宏
⑥

浸
北

折
口
郎
①

大
塚

博
久
②

辻
本

雅
史
⑤

松
田

　

と相
③

杉
浦

五
郎
②

中
野

口鞭
子
①

大
谷

英
彦
⑤

野
崎

逸
郎
①

住
本

　

市霞
⑥

前
田
敏
也
子
⑥

村
山

士
日
隠
○

住
本

直
之
⑥

間
所
ひ
さ
子
⑥

伊
藤

英
邦
①

鹿
毛

光
子
①

古
賀

朝
生
①

林

　

正
幸
③

井
上

市日
策
②

田
中

寛
治
②

土
屋
伊
磋
雄
①

自
井

京
子
②

原

　

礼
子
①

小
堀
百
合
子
①

原

　

康

二
①

原

　

牧
子
①

杉

み
ど
り
③

原

　

祐

一
①

山
下

注相
久
②

杉
原

正
毅
◎

大
久
保

昇
②

党

　

隆
雄
◎

福
澤

日日
弘
②

小
嶋

幸
雄
③

福
本

孝
行
⑦

樋
回

陽

一
②

片
桐

造督

一②

木
下

　

勤
◎

酒
井
カ
ツ
ヨ
③

島

　

義
博
⑥

田
上

紀
子
⑥

中
畑

孝
信
⑥

西
島

道
子
⑥

西
嶋

洋
子
⑥

村
上

靖
朝
③

獄
村

　

魁
③

木
原

光
男
⑥

鈴
木
恵
津
子
⑥

冨
永
紗
智
子
①

吉
付

陽
子
②

松
本
雄

一
郎
②

石
橋

善
弘
③

徳
重

　

認
①

岩
測

謙
治
①

岸
本

雄

二
③

武
田

正
勝
②

武
田
初
代
子
②

近
藤

雄
文
③

西
嶋

克
司
◎

樺
島

政
信
③

上
杉

和
構
①

富
田

英
寿
⑥

野
上

折
臼
子
①

益
尾

天
獄
⑥

小
山

正
文
①

石
橋

正
治
①

亀
石

正
之
②

藤
田
　
一
枝
⑥

松
尾

運胴
美
③

蓮
尾

正
博
③

森

　

祐
行
②

吉
安

蓉
子
⑥

村
上

　

牧
②

小
谷

修

一
②

阿
部

日日
弘
⑤

結
城

　

進
③

永
石

順
洋
⑥

重
松

史
郎
②

一膝
吉
マ
ツ
ヱ
⑤

亀
井

勝
夫
②

岸
川

　

籠
①

山
本

光
玄
④

吉
開

史
朗
③

香
立
る

立ヽ

①

藤
瀬
三
枝
子
⑥

野
見
山

実
④

頃
末

隆
英
②

友
原

静
生
②

森
口

智
子
⑥

山
本

信
行
①

銀
座
玄
和
堂
診
療
西
∩
）

井
上

陽

一
⑤

寿

美

電
気
⑤

矢
野

鈴
子
⑤

藤
崎

和
子
⑤

宮
崎

正
直
②

原
田

雄
平
⑤

山
本

　

勲
③

高
恨

　

一義
③

高
根

幸
子
③

柴
田

優
美
②

谷
回

張厘
江
②

横
田

武
子
①

石
橋

順
子
④

西
原

正
俊
②

松
熊

友
彦
③

小
川

　

誠
③

木
皿

敦
代
③

矢
野

義
憲
①

丸
山

敏
子
②

江
崎
小
二
郎
②

佐
藤

洋
子
①

稲
永
カ
ヲ
ル
②

的
野

　

）影
①

高
田
久
美
子
①

森
山

純
子
①

小
山

保
彦
①

小
山

勝
子
①

側
嶋
真
智
子
①

筑
紫

研
子
①

真
原

役

一
①

小
山

官
回
夫
①

江
原

幸
雄
②

中
山

隆
史
①

小
川

道
博
①

瀬
野

雄
市
②

有
首
キ
ヌ
子
①

蓑
原

　

聡
①

生
回

幸
久
①

森
田

英
子
①

※
新
規
の
御
加
人

⌒先
号
以
後
、

平
成
１８
年
１０

月
１５
日
現
在
）
を
、

記
載
い
た
し
て
お
り
ま

す
の
で
、

何
卒
ご
芳
名
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自
然
と
文
化
の
小
天
地
創
造

客
消裾
残

協
賛
会

⌒個
人
）年
間
１
万
円
⌒何
口
で
も
可
）

〃
　

（法
人
）年
間
３
万
円
（何
口
で
も
可
）

友
の
会
年
間
３
千
円
（何
日
で
も
可
）

⌒館
の
活
動
、

館
誌
購
読
と
従
事
企
画
に
参
加
）

〔
軸
鍋
勝
岐
碁
訓
融
み
一

施
設
整
備
等
の

〕

納
入
方
法
‐‐
郵
使
振
替
①
ｌ
７
３
０
‐９
‐６
①
９
７
０

財
団
法
人
　
能
古
博
物
館

右
の
会
費
受
領
は
、

そ
の
都
度
本
誌
に
掲

載
、

以
後
会
費
相
当
期
間
を
名
挿
に
し
ま
す
。

・能古博物館ご案内・

開 館  9i30～ 17:00(入 館16i30ま で)

休館田 12月 1日～2月末日の冬季のみ体館

入館料 大 人400円 ・高校生以下無料 |

交 通  姪 浜 能 古行渡船場→フェリ■(10分)
→能古 (徒歩10分)→ 博物館|

〒81伊0012 福 岡市西区能古522-2

な (092)8鶴 -2887

FyEK(092)883-2881

日P http、|INww nokonoshima―museum O「lp

Eャlnnai nf6@nokonoshlma―museu働9fJp

印
刷
　
大
成
印
刷
株
式
会
社


